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令和５年度 後期

政務調査研究報告

飯田市議会公明党

報告者 永井一英

後期視察先一覧

月日 視察先 視察内容

令和５年
11月6日

北海道音更町 音更町役場 廃校をビジネス拠点へ「昭和商学校
Palette：パレット」の取り組みから地域資源
活用方法を学ぶ

11月7日 石狩市 石狩市役所 2022年、環境省から脱炭素先行地域と選定
された石狩市の再エネの取り組みを学ぶ

11月8日 当別町 とうべつ学園 当別町で進める小中一貫教育に学ぶ

令和6年
1月25日

神奈川県横須賀市 横須賀市役所 単身高齢者が増加する中、終活支援を先駆け
て始めた横須賀市の取り組みを学ぶ

1月25日 東京都練馬区 練馬区役所 地域コミュニティ維持へ、練馬区町会・自治会
のデジタル活用の取り組みを学ぶ

1月26日 東京都世田谷区 国立成育医療センター
内「もみじの家」

医療的ケア児をどう支えるのか、飯田市の現
状と向き合う中、その先進地へ伺い現場目線
の課題対応を学ぶ
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1. 当別町で進める小中一貫教育の取組み

日時 令和5年11月8日 9時30分～11時30分

場所 北海道 当別町

説明 学校教育課 参事 川村 秀夫 氏、高橋 侑己 氏

2. 医療的ケア児支援の取組み

日時 令和6年1月26日 9時00分～11時00分

場所 国立成育医療研究センター もみじの家
（東京都世田谷区）

説明 ハウスマネージャー 内多 勝康 氏

視察先・調査事項

当別町で進める小中一貫教育の取組み

～小中一貫校「とうべつ学園」 令和４年４月開校～

当別町議会
議長 高谷茂氏

教育委員会学校教育課
参事 川村秀夫氏
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北海道 当別町の概要

・
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感想・まとめ 1

○座学での説明の冒頭、川村教諭から、何故「とうべつ学
園」への視察が多いのかに触れながら、

・「北海道の中で、400人近い児童生徒の規模で小中一貫校
を新しく建てたのは「とうべつ学園」のみ。外にも義務教
育学校はあるが、子どもが少なくなったという理由で移行
した。しかし、「とうべつ学園」は違う」との発言。

○説明終了時には、児童・生徒に学力をつけさせたいという
強い思いが理解できた。
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当別町の教育

とうべつ
未来学

当別町の教育
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小中一貫教育導入の経緯

「小中一貫教育」導入の 発端
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感想・まとめ 2

○「とうべつ学園」を建設する発端となった、当別町長
宮司正毅（みやじ まさき）氏は、当別町議会議員から立候
補し平成25年（2013年）7月の町長選で初当選

○8月2日の初登庁挨拶の中で、「私は平成12年に初めてこ
の地に足を踏み入れ、平成17年にこの町に居を構えまし
た。･･私は商社に長い間勤務して、世界中を飛び回ってい
ましたから、色々な土地柄の町をつぶさに見て参りました
が、この当別町を選んだのです。･･」

○宮司氏の経歴を、高谷議長からお聞きし、当別町が進める
小中一貫教育の方向性が理解できた。

当別町で進める「小中一貫教育」 1
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当別町で進める「小中一貫教育」 2

当別町で進める「小中一貫教育」 3
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当別町で進める「小中一貫教育」 4
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とうべつ学園～概況

当別中学校跡地に建設



11

教育委員会学校教育課
参事 川村秀夫氏

当別町議会
議長 高谷茂氏

「とうべつ学園」の廊下、ステップテラスが広
いのは、全てが学習スペース。廊下は歩くス
ペースだけでは無い。Wi-FiがどこでもOK
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永井：各教室に戸がない。外の教室や異学年にうる
さがれないか
川村教諭：始めはそういうこともあるが、段々子ど
も自身で静かにしようということになっていく。9
年生が受験のための試験を行なっている場合も、下
級生が気を使えるようになる

「とうべつ学園」の教育 1
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「とうべつ学園の教育」 2

感想・まとめ 3

○なぜ施設一体型は小中一貫教育が進みやすいのか？

・「当別町は令和４年度から、併設型、一体型のダブルスタンダードで取
り組んでいるが、西当別地区では分離型なので、体育のみ実施。一体型で
は、小学校５年生以上を対象とし、体育、音楽、図工、家庭、英語にまで
が小中一貫教育の対象となり、今後４年生も対象にしたいと考えている」
◎実際の現場の取組みとして理解できた

○教科担任制についてどう考えるか？

・小学校において一人の先生が児童に関わっていく意義は、日常生活にお
ける指導などで児童と関わる、人間関係の中で子どもが成長していくとい
う面にある。しかし、働き方改革という視点と、子どもの学習定着という
面で、教科担任制は制度として良い」
◎川村教諭の話は興味深い
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学力調査の状況 経年変化

結果概要

川村教諭：令和5年度は全国平均を大きく超えてきた。特に英語、話す聴くの全国正答率は12%
だったが、大きく上回っている。英検3級レベルの数値も上回っている。当別町として教科担任
制など小中一貫教育の成果だと考えている
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感想・まとめ 4

○「とうべつ学園」ができてから子育て世代が町外から学園
の近くに移住してきた。

○当別町の社会増は、令和3年度1329人、令和4年度
2167人

○令和4年4月、「とうべつ学園」の町民向け説明会を開催
したおり、札幌市から多くの参加者があった。

◎やはりIターン政策に教育環境は大きな影響を与えると感
じた。

医療的ケア児支援の取り組み
～ 国立成育医療研究ｾﾝﾀｰ内 「もみじの家」 ～

「もみじの家」ハウスマネージャー
兼

世田谷区医療的ケア支援センター
広報マネージャー 内田勝康 氏
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●もみじの家
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保育士のコーディネートと看護師の支援による日中活動 会場

感想・まとめ 1

○常勤ケアスタッフの中に保育士2人が入っている。遊び
・学び（保育・教育）の場を提供している。

○入所させた親から、「子どもが楽しく参加し、表情が柔ら
かくなった」との声が上がっている。

○状態が違う一人ひとりの医療的ケア児に、一人ひとり看護
師が付いて、その子に合った支援やケアを行なったいた。

○取組み始めた当初は、事業として認められなかったが、途
中から法律改正により、加算されるようになった事業

○飯伊地域においてもここまでできるだろうかと考えてし
まった。
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●登録者の実態
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感想・まとめ 2 「もみじの家」の経営

○もみじの家に入ると右側の壁に、折り
紙を大小様々な大きさに切った紅葉の
葉っぱが貼ってある。葉っぱには寄付を
してくれた人や会社の名前が書いてある。

○座学において内田氏から、「もみじの
家の経営は楽ではない」との発言があっ
た。障害福祉サービス費のあり方を考え
させられた。

ご清聴ありがとうございました

マスコット犬

さんちゃん


